
 

 

 

 

一般社団法人 日本生活期リハビリテーション医学会 

 

 令和 4年度 事業報告  

（令和 4年 4月 1日から令和 5年 3月 31日まで） 

 

１．社員総会開催 

   令和 4年 6月 24日(金) パシィフィコ横浜ノース 2階 G216 

   社員 17名全員の審議・承認（5名委任状提出） 

２．役員、代議員  

役員 5名（代表理事 1名 副理事長 1名 理事 2名 監事１名） 

代議員 12名 

役員、代議員名簿 

代表理事 水間 正澄 
医療法人社団輝生会 理事長 
昭和大学 名誉教授 

理事(副理事長) 川手 信行 昭和大学医学部リハビリテーション医学講座 主任教授 

理事 石垣 泰則 医療法人社団 仁生堂 大村病院 院長 

※医療法人社団 悠輝会 コーラルクリニック 院長(令和5年4月～) 

理事 菊地 尚久 千葉県千葉リハビリテーションセンター センター長 

監事 近藤 国嗣 医療法人社団保健会 東京湾岸リハビリテーション病院 院長 

代議員 伊勢 眞樹 医療法人誠和会 倉敷紀念病院 統括部長 

代議員 大西 康史 新潟大学地域医療教育センター・魚沼基幹病院 部長 

代議員 岡本 隆嗣 医療法人社団朋和会 西広島リハビリテーション病院 理事長・病院長 

代議員 勝谷 将史 社会医療法人甲友会 西宮協立リハビリテーション病院 部長 

代議員 久保 俊一 京都府立医科大学 特任教授 

代議員 佐伯 覚 産業医科大学医学部リハビリテーション医学講座 教授 

代議員 高岡 徹 横浜市総合リハビリテーションセンター センター長 

代議員 田島 文博 和歌山県立医科大学リハビリテーション医学講座 教授 

※医療法人ちゅうざん会 ちゅうざん病院 院長(令和5年4月～) 

代議員 豊岡 志保 山形県高次脳機能障がい者支援センター 

代議員 堀田 富士子 東京都リハビリテーション病院 医療福祉連携室 室長 

代議員 堀見 洋継 医療法人社団輝生会 在宅総合ケアセンター成城 医長 

代議員 三上 靖夫 京都府立医科大学大学院医学研究科リハビリテーション医学 教授 

 

３．理事会の開催 

第 1回 令和 4年 4月 23日(土)～28日(木) メール審議 

第 2回 令和 4年 6月 13日(土)～16日(木) メール審議 

第 3回 令和 4年 6月 24日(金) パシィフィコ横浜ノース 2階 G211 

第 4回 令和 4年 9月 13日(火)～16日(金) メール審議 

第 5回 令和 4年 12月 26日(月) 日本生活期リハビリテーション医学会事務局会議室及び Web 

第 6回 令和 5年 3月 14日(火) 日本生活期リハビリテーション医学会事務局会議室及び Web 



 

 

 

 

４．会員現況 

令和 5年 3月 31日現在 会員総数：310名  

(令和 4年 3月 31日現在 会員総数：300名) 

 

５．研修会の開催 

   『かかりつけ医のための訪問リハビリテーション診療に関わる研修会』 

  ・第 5回 令和 4年 5月 15日(日)開催（ZOOMによる Web研修会） 

   参加者 41名 

   

   『生活期のリハビリテーション医療にかかわる医師のための研修会（中級）』 

  ・第 3回 令和 4年 10月 22日(土)～23日(日)開催（ZOOMによる Web研修会） 

   参加者 32名 

 

   『生活期のリハビリテーション医療にかかわる医師のための研修会（初級）』 

  ・第 6回 令和 5年 1月 21日(土)～22日(日)開催（ZOOMによる Web研修会） 

   参加者 30名 

 

   令和 4年度『生活期のリハビリテーション医療にかかわる医師のための研修会（上級）』 

  ・令和 5年 2月 5日(日)開催（ZOOMによる Web研修会） 

   参加者 32名 

   ※令和 5年 4月 8日(土)開催（ワイム貸会議室神田 Room7A、事務局 2階及び 9階会議室） 

   参加者 31名 

 

６．シンポジウムの開催 

   日本リハビリテーション医学会との共同企画で開催 

   令和 4年 6月 24日(土) 第 59回日本リハビリテーション医学会年次学術集会 横浜にて 

『各施設の立場からみた生活期のリハビリテーション医療』 

 

   日本在宅医療連合学会との共同企画で開催 

   令和 4年 7月 23日(土) 第 4回日本在宅医療連合学会 神戸国際会議場にて 

パネルディスカッション『在宅で活きるコミュニケーション技術』 

 

７．教育事業 

 （１）生活期のリハビリテーション医学・医療テキストを新入会会員及び研修会参加者に配布した。 

 

 （２）第 59回日本リハビリテーション医学会学術集会(横浜)における合同シンポジウムのレポ 

 ートを発行し全会員及び新入会員に送付した。 

   

8．日本リハビリテーション医学会研修会等委員会への参加 

   菊地尚久理事が日本リハビリテーション医学会の研修会等委員会へ委員として参加した。 



 

 

 

 

一般社団法人 日本生活期リハビリテーション医学会 

令和 5年度 事業計画 

（令和 5年 4月 1日から令和 6年 3月 31日まで） 
 

＜新規事業方針＞ 

 （1）学術活動の推進として、令和 6年度開催を目標とした学術集会の準備を進める。 

 （2）生活期のリハビリテーション医療にかかわる医師のための研修会(初級)・(中級)・(上級)全修了 

    者を対象とした日本生活期リハビリテーション医学会認定医制度を創設し、各地での生活期のリハビ 

リテーション医療のリーダーを育成する。 
 

＜事業計画＞ 

１．理事会の開催  

第 1回 令和 5年 4月（メール審議） 

第 2回 令和 5年  6月（第 60回日本リハビリテーション医学会学術集会中） 

第 3回 令和 5年 11月（第 7回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会中を予定） 

第 4回 令和 6年 2月 

 

２．社員総会の開催 

令和 5年 6月（第 60回日本リハビリテーション医学会学術集会中） 

 

３．学術集会の開催 

   令和 6年度における開催の準備をする。 

 

４．認定医制度の創設 

   日本生活期リハビリテーション医学会認定医制度を創設をする。 

 

５．シンポジウムの開催 

  1. 日本リハビリテーション医学会との共同企画で開催 

 （1）令和 5年 7月 1日 第 60回日本リハビリテーション医学会学術集会 福岡にて 

テ  ー  マ：『地域に根差したリハビリテーション科外来』 

座    長：近藤国嗣・川手信行 

シンポジスト： 

・「リハビリテーション科外来における装具診察の現状と問題」 

勝谷将史 西宮協立リハビリテーション病院 

・「外来リハビリテーションクリニック(個人開業)の視点から」 

 白石純一郎 アールリハビリクリニック 

・「高齢化に備えた回復期病院の外来機能役割と地域連携」 

 橋本茂樹 札幌渓仁会リハビリテーション病院 

・「回復期リハビリテーション病棟後の生活期リハビリテーションの効果の検討」 

 德永能治 長崎リハビリテーション病院 リハビリテーション科 

 



 

 

 

 

  2. 日本在宅医療連合学会との共同企画開催 

 （1）令和 5年 6月 24日～25日 第 5回日本在宅医療連合学会大会 新潟にて 

『在宅障害者に対するリハビリテーション医療の役割』（90分間） 

座 長：水間正澄・川手信行 

演 者： 

・「地域中核病院での役割」 大西康史 魚沼基幹病院 

・「訪問クリニックの役割」 神山一行 港北ニュータウン診療所 

・「介護保険制度での役割」 近藤国嗣 東京湾岸リハビリテーション病院 

・「総合リハビリテーションセンターの役割」 菊地尚久 千葉県千葉リハビリテーションセンター 

 

６．研修会事業 

（1）『かかりつけ医のための訪問リハビリテーション診療に関る研修会』を１回開催 

     開 催 日：令和 5年 5月 21日(日)  

     開催方法：Zoomによる Web研修会 

 

（2）『生活期のリハビリテーション医療にかかわる医師のための研修会（中級）』を 1回開催 

     開 催 日：令和 5年 10月 14日(土)～15日(日)  

開催方法：Zoomによる Web研修会 

 

（3）『生活期のリハビリテーション医療にかかわる医師のための研修会（初級）』を 1回開催 

     開 催 日：令和 6年 1月 20日(土)～21日(日) 

開催方法：Zoomによる Web研修会 

 

（4）『生活期のリハビリテーション医療にかかわる医師のための研修会（上級）』 

     開催条件：初級と中級の両研修会修了者数を基に開催の可否を判断する 

開催予定：令和 6年 3月 3日、4月 13日 

開催方法：Zoomによる Web研修会を日曜日に開催、Zoom研修会から約 1か月後に対面によるワ 

ークショップを土曜日に開催 

 

 ７．教育事業 

（1）生活期のリハビリテーション医学・医療テキストを購入し新入会会員及び研修会参加者に配布す 

る。 

（2）日本リハビリテーション医学会及び他学会との共同企画シンポジウムレポートを発行し全会 

員に送付する。 

  


